
ーすみだ五彩の芸術祭とはー
 墨田区の「まち・ひと・歴史」を表現した４か月
にわたる地域密着型の大規模なアートフェスティ
バル。区内各所で5人のディレクターを中心に
様々な作家などが140以上の展示や公演、イベ
ントを展開しています。１２月２０日㈰まで開催。

　す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
、

企
画
を
ま
と
め
て
い
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
神
野
真
吾
さ
ん

に
、話
を
聞
き
ま
し
た
。

造
詣
を
深
め
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
感

じ
る
」こ
と
か
ら
始
ま
る
の
が
大
切
。
誰

で
も
自
分
の
モ
ノ
の
見
方
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、日
常
の
ま
ち
な
か
に
出
現
す
る

ア
ー
ト
に
触
れ
る
こ
と
で
、自
分
の
こ
れ

ま
で
の「
価
値
観
」や「
当
た
り
前
」を

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
な
ど
、「
目
か
ら
鱗
」み

た
い
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

　例
え
ば
今
回
の
芸
術
祭
で
は「
福
祉
」

を
テ
ー
マ
の一つ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新

し
い
視
点
を
得
て
、福
祉
と
は
ど
う
い
う

モ
ノ
な
の
か
、理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、物
事
を
自
分
ご
と
に
考
え
て
、

自
発
的
な
行
動
に
変
え
て
い
く
。
こ
れ

が
ア
ー
ト
の
強
味
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
回
の
芸
術
祭
の
ア
ー
ト
に
は
、展
示

を
通
し
て
参
加
者
と
作
り
上
げ
て
い
く

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　ア
ー
ト
に
触
れ
る
こ
と
で
、自
分
の
モ

ノ
の
見
方
や
社
会
と
の
距
離
感
を
見
つ

め
直
し
、社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
が
で
き

る
＝
誰
も
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
場
な
ん
で
す
。

　墨
田
区
に
は
、も
の
づ
く
り
の
歴
史
や

関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
経
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
、そ
の
土
地
に
愛

着
が
あ
る
人
が
多
い
ま
ち
で
す
。
だ
か

ら
、何
か
を
す
る
と
き
は
人
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
ま
す
。
山
本
亨
墨
田
区
長
も
よ
く

「
墨
田
区
は
人
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
」と
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、本
当
に
そ
う

思
う
。

　芸
術
祭
の
企
画
中
に
は
、た
く
さ
ん
の

意
見
が
活
発
に
出
て
き
た
の
が
他
の
地

域
に
比
べ
て
も
突
出
し
た
個
性
で
す
ね
。

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
、動
き

始
め
る
と
大
き
な
熱
量
が
動
く
ま
ち
で
す
。

ま
た
、多
様
な
ル
ー
ツ
の
人
が
暮
ら
す
街

で
も
あ
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
が

色
々
な
人
に
影
響
す
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
ち
が
あ
っ
て
、歴
史
が
あ
っ
て
、そ
の

上
に
展
開
さ
れ
る
芸
術
祭
だ
と
感
じ
ら

れ
る
の
が
す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭
で
す
。

　すみだ五彩の芸術祭
の象徴となる「都

みやこどり
鳥」の

ロゴマークは、平安時代、
現在の墨田区業平の地
で在原業平が詠んだ歌
にちなんでいます。

　鹿沼市と東京都墨田区は、友好都市提携を
しています。お互いの広報紙で市と区を紹介
する紙面交換企画も今年で９回目です。
　区主催としては東京２３区内初の総合的芸
術祭である「すみだ五彩の芸術祭」を、本市広
報広聴係の職員が取材しました。

　芸
術
と
い
う
と
、特
定
の
人
が
美
術
館

な
ど
の
完
成
さ
れ
た
ア
ー
ト
を
集
め
た

一つ
の
場
所
に
足
を
運
び
、展
示
を
見
て

芸
術
祭
に
つ
い
て

な
ぜ
墨
田
区
な
の
か

街
の
彩
り
、
立
ち
上
が
る
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し
て
も
、そ
の
地
域
に
な
じ
ま
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、地
域
の
人
た

ち
や
身
内
だ
け
で
も
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、多
少
変
化
を
加

え
る
た
め
に
僕
み
た
い
な
外
野
の
人
間
も

必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
墨
田
区
の
土
着
性
や
歴
史
を
踏
ま
え
て

新
し
い
こ
と
を
す
る
構
造
と
し
て
、外
か

ら
来
た
僕
と
、ず
っ
と
墨
田
区
で
活
動
し

て
い
る
４
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い
る
こ

と
は
す
ご
く
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
墨
田
区
は
色
々
な
も
の
が
東
京
大
空
襲

で
焼
け
て
し
ま
っ
て
ま
ち
な
み
が
新
し
く

な
っ
て
い
る
け
ど
、歩
い
て
ま
ち
を
回
る
と
、

個
人
の
飲
食
店
や
ね
じ
の
工
場
、革
製
品

の
加
工
場
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
お
し
ゃ
れ
な

カ
フ
ェ
に
変
え
た
町
家
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

エ
リ
ア
が
あ
り
、色
々
な
人
が
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
味
わ
い
な
が

ら
展
示
会
場
間
を
移
動
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、そ
の
土
地
の
歴
史
な
ど
を
知
っ

て「
こ
の
場
所
で
こ
ん
な
こ
と
が
」と
思

い
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
作
品
を
見
る
と
、

全
然
違
う
も
の
に
見
え
る
ん
で
す
。

　
今
回
の
展
示
会
場
に

は「
企
画
に
つ
い
て
」「
作

品
の
説
明
」「
作
家
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
」の
３
つ
の

パ
ネ
ル
を
ほ
ぼ
す
べ
て

の
企
画
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
他
の
芸
術
祭
に

は
な
い
、こ
だ
わ
っ
た
点

で
す
。

５
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、自
分
の
他
に

は
ず
っ
と
墨
田
区
で
仕
事
を
し
て
い
る

４
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
を
始
め
る
に
あ
た
り
、最
初
に

決
め
た
の
は「
上
書
き
」し
な
い
と
い
う

こ
と
。
地
域
に
関
わ
り
が
な
い
人
が
開
催

　東京藝術大学大学院美術研
究科修了（現代芸術論）。山梨
県立美術学芸員を経て千葉大
学教育学部にて２００６年より助
教授、２０２６年３月より教授、４
月より同大学大学院教育学研
究院教授。アートの社会的価値
についての理論的および実践
的研究に取り組む。千葉市文
化芸術振興会議委員長、千葉
アートネットワーク・プロジェクト
(WiCAN)代表。

エグゼクティブディレクター
神
じんの

野 真
しんご

吾さん

楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

　
芸
術
祭
の
面
白
さ
は
、展
示
会
場
間
を

移
動
す
る
と
き
な
ん
で
す
。

　
効
率
重
視
の
現
代
社
会
で
は
移
動
は

短
縮
さ
れ
が
ち
で
す
が
、車
で一瞬
で
通
り

過
ぎ
て
は
、ま
ち
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

鹿
沼
市
の
み
な
さ
ん
へ

　
こ
の
芸
術
祭
を
通
し
て
墨
田
区
に
は

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。「
ま
た
墨
田
に

来
た
い
な
」と
な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

▲５人のディレクター

歴
史
に
少
し
の
変
化
を
加
え
て

新
し
い
も
の
に

歩
き
な
が
ら
ま
ち
の
空
気
を
感
じ
て

▲３つのパネル
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令
和
７
年
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／
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ボ
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／
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の
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強
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回
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も
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で
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と
の
距
離
感
を
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め
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形
づ
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で
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場
な
ん
で
す
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田
区
に
は
、も
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づ
く
り
の
歴
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や

関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
経
験
な
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さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
、そ
の
土
地
に
愛

着
が
あ
る
人
が
多
い
ま
ち
で
す
。
だ
か

ら
、何
か
を
す
る
と
き
は
人
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
ま
す
。
山
本
亨
墨
田
区
長
も
よ
く

「
墨
田
区
は
人
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
」と
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、本
当
に
そ
う

思
う
。

　芸
術
祭
の
企
画
中
に
は
、た
く
さ
ん
の

意
見
が
活
発
に
出
て
き
た
の
が
他
の
地

域
に
比
べ
て
も
突
出
し
た
個
性
で
す
ね
。

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
、動
き

始
め
る
と
大
き
な
熱
量
が
動
く
ま
ち
で
す
。

ま
た
、多
様
な
ル
ー
ツ
の
人
が
暮
ら
す
街

で
も
あ
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
が

色
々
な
人
に
影
響
す
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
ち
が
あ
っ
て
、歴
史
が
あ
っ
て
、そ
の

上
に
展
開
さ
れ
る
芸
術
祭
だ
と
感
じ
ら

れ
る
の
が
す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭
で
す
。

　すみだ五彩の芸術祭
の象徴となる「都

みやこどり
鳥」の

ロゴマークは、平安時代、
現在の墨田区業平の地
で在原業平が詠んだ歌
にちなんでいます。

　鹿沼市と東京都墨田区は、友好都市提携を
しています。お互いの広報紙で市と区を紹介
する紙面交換企画も今年で９回目です。
　区主催としては東京２３区内初の総合的芸
術祭である「すみだ五彩の芸術祭」を、本市広
報広聴係の職員が取材しました。

　芸
術
と
い
う
と
、特
定
の
人
が
美
術
館

な
ど
の
完
成
さ
れ
た
ア
ー
ト
を
集
め
た

一つ
の
場
所
に
足
を
運
び
、展
示
を
見
て

芸
術
祭
に
つ
い
て

な
ぜ
墨
田
区
な
の
か

街
の
彩
り
、
立
ち
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が
る
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アーティスト 岡田裕子さんに聞いてみました
●この作品を創るにあたり意識したことは？
　その地にまつわる伝承や、葛飾北斎の娘・応為(おうい)
などについて、「想像を膨らませる」だけでなく、「目の
前に在るかのように出現させる」ことを意識しました。　かつて「本所区」と

呼ばれていた両国～錦
糸町地域にまつわる怪
異。スマホで得られる
ラジオ風音源を手がか
りに、７カ所のポイント
を巡っていきます。まち
の風景が違って見える
こと間違いなし。ゴー
ル地点には感動のフィ
ナーレも...。

ミュージックチャンネル
　　　ホンジョ ７ F

フシギ

USHIGI
　　　　─岡田裕

ひろこ

子

食いっぱぐれない明日
・B

バブル

ubble S
シンフォニー

ymphony　　―x
エックスラボ

lab（東京大学 筧
かけひ

康
やすあき

明研究室）
・ E

エネルゲイア

nergeia C
サイクル

ycle 分解と循環のエネルゲイア/T
サーマル

hermal B
バイオシグニチャーズ

iosignatures つめたく、あたたかいものたちのしるし
―滝戸ドリタ

すみだのうわさプロジェクト

怪異

　怪異で人の気を引く“妖怪”
と、作品や表現でインパクトを
与える“アーティスト”は似て
います。作中の妖怪バンドでも

「私たちを怖がらないで愛し
てほしい」と唄っています。ぜ
ひ移動しながら聴いていただ
き、自分とは違うものの存在
に耳を傾けてみてください。

×
ア
ー
ト

ラジオを聴きながら

　水中の小さな泡の音・ミミズの動く音、聞いたことありますか？微生物が電
気を作ったり、生物がそこにいた痕跡を視覚化したり。普段は感じ取れない
感覚を、研ぎ澄ませられる空間です。

ブリッジ！-アートと社会福祉のあわいのなかで
-【両国会場】

―川田知
さとし

志　関東大震災で甚大な被害
を受けた墨田区。復興までの
歴史を記念館の展示や資料と
ともに見つめながら、震災を
きっかけに広まった近代建築
の構造や意匠にインスパイア
された作品をご覧ください。

一日は、朝陽と共に始まり、夕陽と共に終わる　
　―福田惠

めぐみ

　旧安田庭園で展開する作品。太陽光発電で動く電
化製品や電灯。東日本大震災であらわになったエネ
ルギー問題が、改めて
問われます。運が良け
れば動くミシンやテレ
ビが見られるかも?

応募方法：１１月２５日㈬までに二次元
コードから。抽選結果は当選者にのみ
1２月１日㈫にメールで返信します。受
取は鹿沼市役所です。
受取方法や日時は抽選結
果と合わせてご案内します。

オリジナル手ぬぐいをもらおう
芸術祭に行って

　墨田区にまつわる噂が街中のいたる
ところに出現！

錦
きんしちょう
糸町駅北口

両国・錦糸町駅周辺

●参加者にメッセージをお願いします

▲カッパ像と作家の岡田さん
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なんでそんなんエキスポ

すみだ五彩の芸術祭、

以上のプログラム
があるらしいよ

すみだ五彩の芸術祭
公式ホームページ

はこちら

総合案内所
ことまちラボ

プログラムやルー
トを確認！まずは東
京スカイツリー®
ふもとの総合案内
所へ

エリア間の移動には
墨田区内循環バスがおすすめ
1日乗り放題の乗車券も。詳細はこちら▶

東武線

北東部ルート

南部ルート

新鹿沼駅

押
おしあげ
上駅 とうきょうスカイツリー駅

　墨田区の中学生がテレビ局を制作！
芸術祭のアーティストへの取材や番組・
ニュースの報道、テレビ局ブースの制
作など、おのおのが自ら考え、形にした
テレビ局がキャンパス内に完成しました。

みんなが社会のアーティスト
　　　　　　　　すみだテレビ

―開
かいはつ

発好
よしあき

明

地
域
×
ア
ー
ト

　「トモ・コイズミ」として世界で活躍するファッ
ションデザイナーが、自身のルーツと墨田の歴史
ある繊維産業を結び、目を奪われる色鮮やかな
作品で、空間を美しく彩りました。参加者と共に
作り上げた作品も展示。

色をまとい、夢を縫
まと

う　　　　　―小泉智
ともたか

貴

　隅田川、スカイツリー、
相撲、土偶まで！？現在
の墨田区を構成するア
イテムを、壁面に集結
させた圧巻の作品。作
品は地元企業の協力の
下、家の断熱材などに
使われる素材をくりぬ
き、凹凸だけで表現し
ています。
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須賀昌
まさし
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鹿沼市から墨田区内のアクセス

社
会
×
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ト

千葉大学墨田サテライトキャンパス周辺

１４０

　芸術的な脱ぎ方の衣服、自転車のカ
ゴにかじったパン...「なんでそうなっ
た？(笑)」と突っ込まずにはいられない、
日常のワンシーンが集まっています。

緑と花の学習園・
香取神社入口

　区は第5次地域福祉計画を、福祉とアートの
融合をうたって刷新予定です。芸術祭でも、地
域福祉に関するプログラムが多数展開されて
います。障がいのある人の自由な創作の場、墨
田区。街の至る所で彼らの作品が出没します。

わたしたちがつくるのは、
―アートに取り組む障害のある方々

福
祉
×
ア
ー
ト

曳
ひきふね

舟駅周辺

2026.11 4

アーティスト 岡田裕子さんに聞いてみました
●この作品を創るにあたり意識したことは？
　その地にまつわる伝承や、葛飾北斎の娘・応為(おうい)
などについて、「想像を膨らませる」だけでなく、「目の
前に在るかのように出現させる」ことを意識しました。　かつて「本所区」と

呼ばれていた両国～錦
糸町地域にまつわる怪
異。スマホで得られる
ラジオ風音源を手がか
りに、７カ所のポイント
を巡っていきます。まち
の風景が違って見える
こと間違いなし。ゴー
ル地点には感動のフィ
ナーレも...。

ミュージックチャンネル
　　　ホンジョ ７ F

フシギ

USHIGI
　　　　─岡田裕

ひろこ

子

食いっぱぐれない明日
・B

バブル

ubble S
シンフォニー

ymphony　　―x
エックスラボ

lab（東京大学 筧
かけひ

康
やすあき

明研究室）
・ E

エネルゲイア

nergeia C
サイクル

ycle 分解と循環のエネルゲイア/T
サーマル

hermal B
バイオシグニチャーズ

iosignatures つめたく、あたたかいものたちのしるし
―滝戸ドリタ

すみだのうわさプロジェクト

怪異

　怪異で人の気を引く“妖怪”
と、作品や表現でインパクトを
与える“アーティスト”は似て
います。作中の妖怪バンドでも

「私たちを怖がらないで愛し
てほしい」と唄っています。ぜ
ひ移動しながら聴いていただ
き、自分とは違うものの存在
に耳を傾けてみてください。

×
ア
ー
ト

ラジオを聴きながら

　水中の小さな泡の音・ミミズの動く音、聞いたことありますか？微生物が電
気を作ったり、生物がそこにいた痕跡を視覚化したり。普段は感じ取れない
感覚を、研ぎ澄ませられる空間です。

ブリッジ！-アートと社会福祉のあわいのなかで
-【両国会場】

―川田知
さとし

志　関東大震災で甚大な被害
を受けた墨田区。復興までの
歴史を記念館の展示や資料と
ともに見つめながら、震災を
きっかけに広まった近代建築
の構造や意匠にインスパイア
された作品をご覧ください。

一日は、朝陽と共に始まり、夕陽と共に終わる　
　―福田惠

めぐみ

　旧安田庭園で展開する作品。太陽光発電で動く電
化製品や電灯。東日本大震災であらわになったエネ
ルギー問題が、改めて
問われます。運が良け
れば動くミシンやテレ
ビが見られるかも?

応募方法：１１月２５日㈬までに二次元
コードから。抽選結果は当選者にのみ
1２月１日㈫にメールで返信します。受
取は鹿沼市役所です。
受取方法や日時は抽選結
果と合わせてご案内します。

オリジナル手ぬぐいをもらおう
芸術祭に行って

　墨田区にまつわる噂が街中のいたる
ところに出現！

錦
きんしちょう
糸町駅北口

両国・錦糸町駅周辺

●参加者にメッセージをお願いします

▲カッパ像と作家の岡田さん

10名
限定

鹿沼市民

2026.115

令
和
７
年
度
決
算

す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭

人
事
行
政

ポ
ポ
カ

市
民
の
ひ
ろ
ば

／
フ
ラ
ッ
シ
ュ

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

／
女
性
の
人
権
・
羽
田
直
通

お
知
ら
せ

人
生
会
議
・
生
活
支
援

／
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
県
消
防
訓
練

み
ん
な
の
健
康

シ
ウ
マ
イ
博
覧
会

／
そ
ば
天
国

す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
集
中
し
て

い
る
エ
リ
ア
や
、移
動
し

な
が
ら
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

なんでそんなんエキスポ

すみだ五彩の芸術祭、

以上のプログラム
があるらしいよ

すみだ五彩の芸術祭
公式ホームページ

はこちら

総合案内所
ことまちラボ

プログラムやルー
トを確認！まずは東
京スカイツリー®
ふもとの総合案内
所へ

エリア間の移動には
墨田区内循環バスがおすすめ
1日乗り放題の乗車券も。詳細はこちら▶

東武線

北東部ルート

南部ルート

新鹿沼駅

押
おしあげ
上駅 とうきょうスカイツリー駅

　墨田区の中学生がテレビ局を制作！
芸術祭のアーティストへの取材や番組・
ニュースの報道、テレビ局ブースの制
作など、おのおのが自ら考え、形にした
テレビ局がキャンパス内に完成しました。

みんなが社会のアーティスト
　　　　　　　　すみだテレビ

―開
かいはつ

発好
よしあき

明

地
域
×
ア
ー
ト

　「トモ・コイズミ」として世界で活躍するファッ
ションデザイナーが、自身のルーツと墨田の歴史
ある繊維産業を結び、目を奪われる色鮮やかな
作品で、空間を美しく彩りました。参加者と共に
作り上げた作品も展示。

色をまとい、夢を縫
 ぬ

う　　　　　―小泉智
ともたか

貴

　隅田川、スカイツリー、
相撲、土偶まで！？現在
の墨田区を構成するア
イテムを、壁面に集結
させた圧巻の作品。作
品は地元企業の協力の
下、家の断熱材などに
使われる素材をくりぬ
き、凹凸だけで表現し
ています。

墨田の記号
―高

たかすか

須賀昌
まさし

志

鹿沼市から墨田区内のアクセス

社
会
×
ア
ー
ト

千葉大学墨田サテライトキャンパス周辺

１４０

　芸術的な脱ぎ方の衣服、自転車のカ
ゴにかじったパン...「なんでそうなっ
た？(笑)」と突っ込まずにはいられない、
日常のワンシーンが集まっています。

緑と花の学習園・
香取神社入口

　区は第5次地域福祉計画を、福祉とアートの
融合をうたって刷新予定です。芸術祭でも、地
域福祉に関するプログラムが多数展開されて
います。障がいのある人の自由な創作の場、墨
田区。街の至る所で彼らの作品が出没します。

わたしたちがつくるのは、
―アートに取り組む障害のある方々

福
祉
×
ア
ー
ト

曳
ひきふね

舟駅周辺

2026.11 4


	広報かぬま11月号_Part2
	広報かぬま11月号_Part3
	広報かぬま11月号_Part4
	広報かぬま11月号_Part5

